
　　　　
小
田
急
江
ノ
島
線
の
六
会
日
大
前
駅

か
ら
た
っ
た
４
分
ほ
ど
歩
く
と
た
ど
り

つ
く
湘
南
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
生
物
資
源

科
学
部
専
用
の
キ
ャ
ン
パ
ス
。
11
学
科

が
そ
ろ
う
学
部
で
は
約
６
７
０
０
人
の

学
部
生
が
学
び
、
女
子
学
生
の
割
合
も

44
％
と
比
較
的
高
い
と
言
え
ま
す
。

　
東
京
ド
ー
ム
12
個
分
の
広
大
で
緑
豊

か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
単
科
大
学
を
上

ま
わ
る
規
模
で
あ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内

や
近
隣
に
動
物
病
院
、
総
合
研
究
所
、

国
際
地
域
研
究
所
、
生
命
科
学
研
究
所
、

農
場
、
演
習
林
、
食
品
加
工
実
習
所
な

ど
、
充
実
し
た
施
設
が
整
っ
て
い
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
が
良
い
う
え
、
キ
ャ
ン
パ
ス

に
こ
れ
だ
け
の
実
習
の
場
が
集
約
さ
れ

た
農
学
系
学
部
は
、
首
都
圏
で
は
非
常

に
め
ず
ら
し
い
と
言
え
ま
す
。
座
学
で

学
ん
だ
内
容
を
す
ぐ
に
研
究
所
や
実
習

所
、
あ
る
い
は
農
場
や
演
習
林
で
確
認

す
る
こ
と
で
、
理
解
は
確
実
に
深
ま
っ

て
い
き
ま
す
。

　
当
学
部
は
「
日
本
や
国
際
社
会
が
直

面
し
て
い
る
生
命
・
食
料
・
資
源
・
環

境
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題

を
発
見
・
解
決

し
、
科
学
・
技

術
の
持
続
的
な

発
展
に
貢
献
す

る
」
人
材
の
育

成
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。
広
く

言
え
ば
、
国
際
社
会
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の
学
び
を
11
学
科
全
体
で
強
力

に
進
め
て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年
に
国

連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
「
持
続
可

能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
の
重

要
性
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
が
、
当

学
部
で
は
１
９
９
０
年
代
か
ら
地
球
が

抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
消
を
意

識
し
て
き
ま
し
た
。
１
９
０
７
年
に
設

立
さ
れ
た
東
京
獣
医
学
校
と
１
９
３
７

年
に
設
置
さ
れ
た
専
門
部
拓
殖
科
と
い

う
二
つ
の
源
流
を
持
ち
、
長
い
歴
史
を

刻
ん
で
き
た
か
ら
こ
そ
時
代
に
先
ん
じ

て
地
球
規
模
の
視
点
が
持
て
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
世
界
全
体
が

達
成
を
目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
１
年
生
か

ら
常
に
意
識
し
た
視
点
は
、
就
職
活
動

を
含
め
、
学
生
た
ち
の
将
来
に
活
か
さ

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　　　
日
本
大
学
に
は
全
学
共
通
初
年
次
教

育
科
目
と
し
て
「
自
主
創
造
の
基
礎
」

と
い
う
授
業
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
学
で
学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
理
解
し
た

り
、
高
校
ま
で
の
受
動
的
な
学
び
か
ら

能
動
的
な
学
び
へ
の
転
換
を
図
っ
た
り

し
な
が
ら
、
専
門
教
育
の
土
台
と
な
る

基
礎
的
な
能
力
と
学
修
に
対
す
る
姿
勢

を
育
む
の
が
ね
ら
い
で
、
こ
の
学
び
の

時
間
は
本
学
の
教
育
理
念
で
あ
る
「
自

主
創
造
」
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

　
生
物
資
源
科
学
部
も
「
自
ら
学
ぶ
」

「
自
ら
考
え
る
」「
自
ら
道
を
ひ
ら
く
」

と
い
う
「
自
主
創
造
」
の
３
要
素
で
培

わ
れ
る
能
力
の
獲
得
を
さ
ま
ざ
ま
な
講

義
、
実
験
・
実
習
、
演
習
の
具
体
的
な

到
達
目
標
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の

点
、
全
11
学
科
、
約
６
７
０
０
人
分
の

「
自
ら
学
ぶ
」「
自
ら
考
え
る
」「
自
ら

道
を
ひ
ら
く
」
が
散
ら
ば
る
こ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
の
環
境
は
大
変
刺
激
的
で
す
。

た
と
え
ば
学
科
の
垣
根
を
超
え
た
友
人

や
先
輩
後
輩
と
話
す
な
か
で
そ
の
主
体

性
に
触
発
さ
れ
た
り
、
自
分
と
は
異
な

る
考
え
方
に
示
唆
を
受
け
た
り
す
る
時

間
を
通
し
、
自
分
の
可
能
性
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
自
ら
の
可
能
性
を
増
や
す
と
い
う
面

で
は
、
海
外
研
修
の
機
会
が
豊
富
な
点

も
大
き
な
特
徴
で
す
。
日
本
大
学
で
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
と
、

日
本
大
学
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
キ
ャ
ン
パ

ス
で
の
短
期
海
外
研
修
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
生
物
資
源
科
学
部
に
よ

る
独
自
の
海
外
研
修
も
行
っ
て
お
り
、

全
学
科
・
全
学
年
を
対
象
と
し
た
、
海

外
研
修
旅
行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
正

課
授
業
の
一
環
と
し
て
、
韓
国
、
台
湾

や
タ
イ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
な
ど
で
の
学
外

研
修
や
実
習
、
獣
医
学
科
の
ア
メ
リ
カ

で
の
「
夏
期
獣
医
臨
床
研
修
」、
海
外

か
ら
の
交
換
留
学
生
の
受
け
入
れ
な
ど

を
行
い
、
世
界
を
舞
台
に
農
学
の
知
見

を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
生
物
資
源
科
学
部
の
特
徴
に
つ
い
て

学
生
の
声
を
聴
く
と
、「
専
門
性
の
高

い
学
科
が
多
い
」「
い
ろ
い
ろ
な
人
と

交
流
で
き
る
」「
施
設
が
充
実
し
て
い

る
」「
就
職
が
良
い
」「
卒
業
生
が
活
躍

し
て
い
る
」
と
い
う
意
見
が
あ
が
り
ま

し
た
。
今
後
も
学
び
の
主
役
た
ち
が
満

足
で
き
る
環
境
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、

生
命
・
食
料
・
資
源
・
環
境
に
対
し
て

真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
骨
の
多
様
性
と
進
化
」
を

テ
ー
マ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
脊
椎

動
物
の
骨
格
標
本
を
は
じ
め
、

学
部
に
関
連
す
る
資
料
を
展
示

収
蔵
し
て
お
り
、
学
生
教
育
の

場
や
学
内
研
究
の
発
表
の
場
に

お
い
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
３
月
に
神
奈
川
県

内
の
大
学
博
物
館
と
し
て
初
の

「
登
録
博
物
館
」
と
な
り
、
一

般
の
方
も
見
学
で
き
ま
す
。

　
先
端
的
な
獣
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
大
学
付
属
動
物
病

院
で
す
。
文
部
科
学
省
の
大
学

設
置
基
準
に
基
づ
い
た
獣
医
系

大
学
の
教
育
研
究
機
関
で
も
あ

り
、
将
来
を
担
う
獣
医
師
と
愛

玩
動
物
看
護
師
の
養
成
に
お
い

て
獣
医
学
の
発
展
に
も
寄
与
し

て
い
ま
す
。
北
米
大
陸
以
外
で

は
、
大
学
付
属
動
物
病
院
と
し

て
初
の
米
国
動
物
病
院
協
会
の

国
際
認
証
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
野
菜
や
花
な
ど
の
育
成
を
目

的
と
し
た
実
習
や
研
究
に
使
用

さ
れ
る
施
設
で
す
。
先
進
的
な

養
液
栽
培
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
環
境
条
件
を

研
究
室
か
ら
遠
隔
操
作
で
き
る
、

未
来
型
の
設
備
と
な
っ
て
い
ま

す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
設
置
さ

れ
て
い
る
た
め
、
講
義
や
演
習

で
学
ん
だ
内
容
を
す
ぐ
に
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　2025年3月に生物資源科学部を卒
業した学生のうち、最も多く就職した
業界はメーカーであり、全体の32.4％
を占めている。3番目に多かった就職
先は官公庁・団体であり、全体の
11.6％を占めたことから、公務員人気
の高さがうかがえる。日本大学では全
学的に公務員講座に力を入れている
が、今年度からは生物資源科学部にお
いては公務員志望の学生が定期的に集
まるサロンのような「日大公務員ゼ
ミ」を開催する。この講座では、公務
員を目指す学生が互いに意見を交換
し、先輩公務員から直接アドバイスを
受けることができる場となる。日本大
学は全国40の自治体と就職支援協定
を締結しており、学生の多様なニーズ
に応える体制が整っている点も大きな

強みである。

　生物資源科学部では2025年3月に、
マレーシアのサバ州において10泊
11日の海外研修旅行を実施した。学
生19名と引率教職員3名の計22名
が参加し、農学や林学の分野で国際
的に評価の高い国立サバ大学を訪
問した。同大学では、ナマズの一種
であるアフリカンキャットフィッ
シュの孵化場を含む研究施設を見
学し、現地の大学生との交流も行っ
た。さらに、世界遺産に登録されて
いるキナバル自然公園や、希少動物
の保護施設を兼ねた動物園である
ロッカ ウイ ワイルド ライフ パー
クを訪問し、研究員による講義に熱
心に耳を傾けた。異文化とのふれあ
いや現地での学びを通じて得られ
た視野の広がりや実践的な経験は、
将来の進路選択における強みとなる。

　
湘
南
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
け
た
生

物
資
源
科
学
部
専
用
の
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー
に
は
経
験
豊
富
な
専
門

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
常
駐

し
て
お
り
、
就
職
活
動
に
関
す
る

相
談
の
ほ
か
、
模
擬
面
接
指
導
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
や
履
歴
書
の

添
削
な
ど
を
丁
寧
に
行
っ
て
い
ま

す
。

　
生
物
資
源
科
学
部
と
し
て
特
徴

的
な
取
り
組
み
は
、
主
に
学
部
３

年
生
を
対
象
と
し
た
「
日
大
就
活

ゼ
ミ
」
で
す
。
早
期
選
考
で
の
内

定
獲
得
や
大
手
企
業
へ
の
就
職
を

希
望
す
る
意
欲
的
な
学
生
30
人
程

度
の
少
人
数
制
の
講
座
。
１
コ
マ

90
分
の
ゼ
ミ
で
は
、
自
己
分
析
や

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
対
策
、
あ
る

い
は
面
接
や
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

対
策
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
日
大
就
活
ゼ
ミ
以
外

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

を
展
開
し
て
お
り
、
２

０
２
４
年
９
月
に
は
、

毎
年
11
月
に
開
催
す
る
大
型
の
合

同
企
業
セ
ミ
ナ
ー
と
は
別
に
、
早

期
選
考
へ
の
対
応
を
狙
い
と
し
た

合
同
企
業
セ
ミ
ナ
ー
を
２
日
間
に

渡
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
当
学
部
の
学
生
の

多
く
が
就
職
を
希
望
す
る
企
業
数

社
を
招
聘
す
る
な
ど
、
学
生
ニ
ー

ズ
に
も
対
応
し
た
行
事
と
な
る
よ

う
工
夫
し
ま
し
た
。

　
25
年
度
は
す
で
に
「
業
界
ガ
イ

ダ
ン
ス
〜
業
界
・
企
業
研
究
〜
」

や
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
前

の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
座
＆
実
践

編
」
な
ど
を
実
施
。
さ
ら
に
は
、

「
小
田
急
線
沿
線
の
企
業
」や「
水

産
関
連
の
企
業
」、
ま
た
は
「
在

宅
勤
務
可
能
な
企
業
」
な
ど
、
テ

ー
マ
を
絞
っ
た
合
同
企
業
セ
ミ
ナ

ー
も
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
加

え
て
、
農
学
系
に
限
ら
ず
、
学
生

か
ら
の
人
気
が
高
い
企
業
を
積
極

的
に
お
招
き
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
日
本
大
学
全
体
と
し
て
は
公
務

員
試
験
対
策
講
座
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、
生
物
資
源
科
学
部
か
ら

農
林
水
産
省
や
厚
生
労
働
省
、
環

境
省
や
財
務
省
な
ど
に
入
省
し
た

卒
業
生
も
い
ま
す
。

全
国
農
学
系
学
部
長
会
議

―
農
学
が
つ
な
ぐ
ミ
ラ
イ
―

全
国
農
学
系
学
部
長
会
議

―
農
学
が
つ
な
ぐ
ミ
ラ
イ
―
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約
６
７
０
０
人
の
男
女
の

割
合
は
56
%
と
44
%

海
外
で
の
研
修
の
機
会
が

豊
富
な
点
も
大
き
な
特
徴

日本大学 生物資源科学部
College of Bioresource Sciences, Nihon University

緑豊かなキャンパスは東京ドーム12個分の広さを誇る。

　日本大学の生物資源科学部は全11学科。農学系関連分野のほとんどす
べてを網羅し、キャンパス内や近隣に充実した施設が整う。約6700人分
の「自ら学ぶ」「自ら考える」「自ら道をひらく」が散らばる環境だからこそ
学びがより深まり、自分の可能性も高まっていく。

CAREER SUPPORT TOPICS 01

生物資源科学部でも
公務員講座を開催

マレーシアのサバ州で
海外研修旅行を実施

日本大学
生物資源科学部を
構成する11の学科

バイオサイエンス学科

動物学科

海洋生物学科

森林学科

環境学科

アグリサイエンス学科

食品開発学科

食品ビジネス学科

国際共生学科

獣医保健看護学科

獣医学科

骨の博物館

関　泰一郎

Interview

せき・たいいちろう／2024年4月
から現職。1986年日本大学大学院
農学研究科博士前期課程修了。
2011年から日本大学生物資源科学
部教授。専門は栄養科学、生理学。

学部長

PICK-UP

生物資源科学部
就職指導委員長

小谷 幸司 教授

就職支援センターを設置し、「合同企業セミナー」など
学部独自の支援行事を開催

TOPICS 02
動物病院

TOPICS 03
スマートアグリ温室

令和6年度 産業別就職状況 （学部総合）

卒業者数1,433名
（就職者1,181名・進学者数115名・その他137名）

医療・福祉
施設82名

官公庁・団体
137名

その他
205名

流通72名
IT・情報
処理96名
サービス
207名
メーカー
382名

就職希望者に
対する就職率

97.1%

PR


